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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期

第１四半期連結
累計期間

第31期
第１四半期連結
累計期間

第30期

会計期間
自平成23年３月１日

至平成23年５月31日
自平成24年３月１日

至平成24年５月31日
自平成23年３月１日
至平成24年２月29日

売上高（百万円） 79,370 84,254 327,267

経常利益（百万円） 5,207 5,648 19,160

四半期（当期）純利益（百万円） 4,345 3,250 11,426

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
4,317 3,248 11,400

純資産額（百万円） 86,566 95,313 93,205

総資産額（百万円） 146,301 160,398 154,369

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
68.63 51.34 180.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 59.2 59.4 60.4

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第30期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等を背景として持ち直しつつあ

るものの、夏場の電力不足、消費税論議に伴う消費マインドの低下や欧州問題に起因する金融市場の混乱など景気

の下押しリスクは残り、改善基調を示しつつある個人消費の本格的な回復の妨げになっております。　

薬局・ドラッグストア業界においては、前年の生活必需品・防災関連商品の震災特需の反動による販売減、花粉

飛散量の減少による花粉関連商品の販売減、また、診療報酬改定に伴う薬価引き下げ等もあり、経営環境は厳しい状

況で推移いたしました。更に、業界各社の積極的な出店と異業種による医薬品販売への参入により、競争環境は日毎

に厳しくなっており、とりわけ業界における同質的な価格競争は激化の一途を辿っております。

　

このような状況下、当社グループは、「店舗の営業力・競争力強化」を目的として、子会社を営業特化会社として

位置づけ、店舗運営及び競争対応について俊敏かつ的確な判断・決定が行えるよう、子会社が責任をもって営業を

実行する体制作りに取り組んでまいりました。また、「更なる成長」を目的として、お客様の信頼及び店舗網を活か

し、地域への浸透密度を高めた商勢圏の確立に向け、業態の明確化及び現行店舗の再編整備等にも取り組んでおり

ます。更に、「グループシナジーを活かした経営推進体制の確立」に向けて、企画・管理・商品・店舗開発等の機能

の当社への集中化を行っております。

　

以上の結果、売上高は 842億54百万円（前年同期比 6.2％増、48億83百万円増）、営業利益は 46億27百万円 （同

 4.9％減、２億36百万円減)、経常利益は 56億48百万円（同 8.5％増、４億40百万円増）、四半期純利益は、32億50百

万円（同 25.2％減、10億94百万円減）となりました。また、店舗数に関しては、グループとして 16店舗を新規出店

するとともに、４店舗の閉店を行い、当第１四半期末におけるグループ店舗数は 833店舗（前期末比 12店舗増）と

なりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①ファーマシー事業 

ファーマシー事業は、調剤併設型ドラッグストアとして、お客様・患者様の立場に立ち、品揃えと売場づくりを見

直してまいりました。また、物件審査能力向上による新店開発力強化と店舗群再編成に向けた積極的な改装とスク

ラップ＆ビルドによる既存店強化を引き続き実施し、結果として、店舗数に関しては、新規出店を 15店舗、閉店を４

店舗行い、第１四半期末店舗数は 682店舗（前期末比 11店舗増）となりました。

当第１四半期連結累計期間においては、前年の震災特需の反動による販売減及び花粉関連商品の販売減があった

ものの、お客様・患者様ニーズを一層反映させた調剤室の改装、品揃え、売場づくりに注力した結果、処方箋調剤、

ビューティケア、食品などの販売が堅調に推移しました。

以上の結果、売上高は 659億38百万円（前年同期比 6.9%増、42億75百万円増）、売上総利益は 189億４百万円 

（同 6.7%増、11億84百万円増）、販売費及び一般管理費は 148億２百万円（同 8.6%増、11億66百万円増）、営業利

益は 41億２百万円（同 0.4%増、17百万円増）となりました。
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②ドラッグ事業 

ドラッグ事業は、更なる成長を図るため、ファーマシー事業と一層の棲み分けを行うべく業態の見直しを行い、店

舗形態・品揃え・売場づくり・オペレーションなどの検討・見直しに着手いたしました。新規出店に関しては、子

会社間の店舗群の再編成に伴い、新規出店を１店舗実施し、第１四半期末店舗数は 151店舗（前期末比１店舗増）

となりました。

また、一般用医薬品扱い店舗の拡大に取り組むとともに、間接部門の人員・組織体制の見直し、パート社員の積極

的活用による店舗運営体制の見直し等、固定費低減策にも引き続き取り組みました。

当第１四半期連結累計期間においては、前年の震災特需の反動があり厳しい営業環境でしたが、一般用医薬品扱

い店舗の拡大及び積極的な販売促進活動の結果、ヘルスケア及び食品などの販売は堅調に推移しました。

以上の結果、売上高は 183億17百万円（前年同期比 3.4%増、６億４百万円増）、売上総利益は 37億79百万円 

（同 3.2%減、１億26百万円減）、販売費及び一般管理費は 29億54百万円（同 5.0%増、１億41百万円増）、営業利益

は ８億24百万円（同 24.5%減、２億67百万円減）となりました。 

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年７月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 63,330,838 63,330,838

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数

100株

計 63,330,838 63,330,838 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年３月１日～

平成24年５月31日 
－ 63,330,838 － 15,434 － 24,632

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

 平成24年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 13,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  63,248,600 632,486 －

単元未満株式 普通株式　 　 68,638 － －

発行済株式総数 63,330,838 － －

総株主の議決権 － 632,486 －

(注) 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。 

　

②【自己株式等】

 平成24年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

スギホールディングス

株式会社 

愛知県安城市三河安城町一

丁目８番地４
13,600 － 13,600 0.02

計 － 13,600 － 13,600 0.02

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は13,800株、その発行済株式総数に対する所有株式数の割合

は0.02％となっております。 

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成24年３月１日から平

成24年５月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年５月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,556 37,397

売掛金 7,938 8,915

有価証券 12,683 14,199

商品 36,798 39,934

その他 8,194 7,949

貸倒引当金 △0 △2

流動資産合計 103,171 108,393

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,347 19,979

その他（純額） 9,621 9,982

有形固定資産合計 28,968 29,962

無形固定資産 2,343 2,289

投資その他の資産

差入保証金 14,397 14,428

その他 6,107 5,941

貸倒引当金 △618 △617

投資その他の資産合計 19,886 19,752

固定資産合計 51,198 52,004

資産合計 154,369 160,398
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 36,077 42,846

未払法人税等 3,700 985

賞与引当金 1,017 1,034

その他 13,586 13,298

流動負債合計 54,382 58,165

固定負債

退職給付引当金 2,328 2,416

資産除去債務 2,638 2,691

その他 1,815 1,811

固定負債合計 6,782 6,919

負債合計 61,164 65,085

純資産の部

株主資本

資本金 15,434 15,434

資本剰余金 24,632 24,632

利益剰余金 53,160 55,271

自己株式 △34 △34

株主資本合計 93,193 95,303

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11 9

その他の包括利益累計額合計 11 9

純資産合計 93,205 95,313

負債純資産合計 154,369 160,398
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

売上高 79,370 84,254

売上原価 57,745 61,570

売上総利益 21,625 22,683

販売費及び一般管理費 16,761 18,056

営業利益 4,864 4,627

営業外収益

有価証券評価益 － 516

受取賃貸料 323 302

受取手数料 187 205

その他 376 290

営業外収益合計 887 1,314

営業外費用

有価証券評価損 237 －

賃貸収入原価 270 249

その他 36 43

営業外費用合計 543 293

経常利益 5,207 5,648

特別利益

子会社株式売却益 909 －

還付消費税等 1,432 －

その他 121 －

特別利益合計 2,463 －

特別損失

減損損失 312 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,182 －

その他 50 －

特別損失合計 1,545 －

税金等調整前四半期純利益 6,125 5,648

法人税、住民税及び事業税 1,497 1,644

過年度法人税等 580 －

法人税等調整額 △297 753

法人税等合計 1,780 2,398

少数株主損益調整前四半期純利益 4,345 3,250

四半期純利益 4,345 3,250
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,345 3,250

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28 △2

その他の包括利益合計 △28 △2

四半期包括利益 4,317 3,248

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,317 3,248
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【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以降に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。　

なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

 当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

減価償却費 864百万円 1,092百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）

 配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月12日

取締役会
普通株式 506 8 平成23年２月28日平成23年５月27日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

 配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月10日

取締役会
普通株式 1,139 18 平成24年２月29日平成24年５月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自平成23年３月１日　至平成23年５月31日)　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計　上　額
(注)２

ファーマシー
事業

ドラッグ
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 61,657 17,712 79,370 － 79,370
セグメント間の内部
売上高又は振替高

5 － 5 △5 －

計 61,662 17,712 79,375 △5 79,370

セグメント利益 4,085 1,092 5,177 △313 4,864

 (注) １．セグメント利益の調整額△313百万円には、セグメント間取引消去７百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△320百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

 (固定資産に係る重要な減損損失)

当社グループは、キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位とし、賃貸資産及び遊休

資産については物件単位ごとにグルーピングしております。

営業活動から生ずる損益が継続してマイナスである資産グループについては、帳簿価額を回収可能価額ま

で減額し、当該減少額 312百万円を減損損失として特別損失に計上いたしました。

報告セグメントごとの計上額は、「ファーマシー事業」で 252百万円、「ドラッグ事業」で 15百万円と

なっております。また、報告セグメントに帰属しない賃貸資産において 45百万円計上しております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自平成24年３月１日　至平成24年５月31日)　

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計　上　額
(注)２

ファーマシー
事業

ドラッグ
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 65,936 18,317 84,254 － 84,254
セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 － 1 △1 －

計 65,938 18,317 84,255 △1 84,254

セグメント利益 4,102 824 4,927 △299 4,627

 (注) １．セグメント利益の調整額△299百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△299百

万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であ

ります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

１株当たり四半期純利益金額 68円63銭 51円34銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 4,345 3,250

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 4,345 3,250

普通株式の期中平均株式数（千株） 63,317 63,317

(注) 　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

（剰余金の配当） 

平成24年４月10日開催の取締役会において、剰余金の配当につき次のとおり決議いたしました。

（1）配当金の総額　 　1,139百万円

（2）１株当たり配当金　 　18円00銭

（3）基準日　 平成24年２月29日

（4）効力発生日 　平成24年５月25日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年７月10日

スギホールディングス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高橋　寿佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　晴久　　印

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているスギホール

ディングス株式会社の平成２４年３月１日から平成２５年２月２８日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成２４年３月１日から平成２４年５月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２４年３月１日から平成２

４年５月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結

包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、スギホールディングス株式会社及び連結子会社の平成２４年５月３１

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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